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交流親普課(内線597)

ャ
リ
テ
ィ
募
金
活
動
協
力
実
行

委
員
会
事
務
局
(
屯
話
詑

l
七

六
二
六
)
へ
。

-
リ
サ
イ
タ
ル
を
聞
く

岩
崎
由
紀
子
リ
サ
イ
タ
ル
が

聞
か
れ
る
。

マ
日
時

1
月
日
臼
(
祝
)
午

後
2
時
開
演

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
内
容

日
本
の
歌
、
オ
ペ
ラ

マ
入
場
料
指
定
席
二
千
五
百

円
、
自
由
席
二
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
紀
声
会
事

務
局

(屯
話
加

|
一
八
九
二
)

・
来
年
度
会
員
を
募
集

ベ
ル
マ
1
レ
サ
ボ
I
タ
l
ズ

ク
ラ
ブ
で
は
来
年
度
の
会
員
を

募
集
し
て
い
る
。

マ
募
集
散
一
万
人
(
先
着
順
)

マ
入
会
金

一
千
円

(個
人
、

以
下
は
無
料
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
事
務
局

(
電
話
回

i
四

六
五
五
)

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

通
り
ゃ
ん
せ
基
金
の
募
金
活

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す

る
。ζ

の
基
金
は
、
視
党
障
笹
の

あ
る
方
に
対
し
、
音
の
出
る
信

号
機
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の
。

募
金
活
動
臼
は
ロ
月
初
日
(
日
)

の
午
前
叩
時
か
ら
午
後
3
時
ま

で
平
塚
駅
前
で
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ラ
ジ
オ
チ

家
族
)

マ
年
会
費
高
校
生
以
上
八
千

円
、
小

・
中
学
生
六
千
円

マ
申
込
啓
設
置
場
所
総
合
公

園
管
理
事
務
所
、
駅
ピ
ル
ラ
ス

ヵ
、
梅
屋
、

J
T
B
、
ダ
イ
ク

マ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
1
ト

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
ク
ラ
ブ

事
務
局
(
電
話
幻
|
七
三
九
三
)

・
児
童
・
生
徒
作
品
展

マ
期
間

1
月
日
日
(
木
)
ま

でマ
会
場

J
T
B
平
塚
支
庖
ギ

ャ
ラ
リ
ー

(M
Nピ
ル
1
階
)

マ
内
容
絵
画
、
織
物
、
木
工

芸
、
縫
製
、
手
芸
、
染
色
、
紙

す
き
な
ど
の
作
品
と
写
真

マ
問
い
合
わ

せ

先

県
立
湘
南

挫
護
学
校

(屯
話
M
l
七一一一

一一
)

下
島
八
備
神
社
内
山
内
出
セ
ン
タ

ー
で
。
会
費
は
入
会
金
一
千

円
、
月
一
千
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
開
会
事
務

局
(
氾
話
回

l
四
八
八
六
)
。

・
音
楽
会
へ
の
お
誘
い

平
塚
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
は
、
第
8
回
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
く
。

マ
円
時
ロ
月
日
日

(
土
)
午

後
2
時
叩
分
開
演

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
曲
目
「
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー

ブ
ス
」
、
「
盟
夜
」
ほ
か

マ
入
場
料

五
百
円
(
中
学
生

マ
期
日

1
月
日
日
(
臼
)

マ
会
場
爪
木
崎
、
伊
豆
グ
リ

ー
ン
パ
l
ク
(
モ
デ
ル
2
人
)

マ
定
員
刊
人
(
先
約
順
)

マ
参
加

賀

八

千
五
百
円
(
パ

ス
代
、
昼
食
代
、
入
場
料
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

同
実
行
委

民
会
事
務
局
(
屯
話
M
l
四
六

、、
勺
)

-
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会
「
ひ

ら
つ
か
ロ
l
ズ
」
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
る
。

練
習
は
毎
週
水
附
円
の
午
後

l
時
却
分
か
ら
3
時
加
分
ま
で

し
日ま
も

-
和
紙
人
形
を
作
ろ
う

和
紙
人
形
の
製
作
グ
ル
ー
プ

「
笑
美
の
会
」

で
は
、

会
員
を

募
集
し
て
い
る
。

活
動
白
は
月
1
問
、
第
2
ま

た
は
第
3
金
制
日
の
午
後
1
時

か
ら

5
時
ま
で
中
央
公
民
館

で。

会
費
は
月
四
千
五
百
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、

閉
会
事
務

局

(屯
話
お

l
O九
三
九
・
午

後
8
時
以
降
)
へ
。

-
早
春
の
伊
豆
撮
影
会

伊
豆
路
搬
影
会
実
行
委
民
会

で
は
、
搬
協
会
の
参
加
者
を
話

集
す
る
。

JJ，f¥あい

花巻@物産と観発展

平成5年 12月 15日

-問い合わせ

11月28日、中央公民館で民俗芸能まつ

りが聞かれ、市内に残る伝統芸能を継承

しているみなさんが熱演した。

乙女の人形遣い

コ
ン
、
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
ガ

ス
レ
ン
ジ
、
悲
石
、
村
野
船
閥
、
百
科
辞

典
、
エ
レ
ク
ト
1
ン
、
メ
ト
ロ
ノ
ー

ム
、
デ
ジ
タ
ル
ピ
ア
ノ
、
ス
キ
ー

板
、
柔
辺
一
泊
、
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ

ン
、
日
∞
バ
イ
ク
、
補
助
輪
付
き
自
転

車
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
チ
ャ
イ
ル
ド

チ
ェ
ア
1
、
ア
ル
ミ
製
は
し
ご
、
三

味
線
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
、
電
子
レ
ン
ジ
、
電
気
釜
、

も
ち
つ
き
機
、
レ
ザ
l
ソ
フ
ァ
ー

。
不
用
品
登
鍛
情
報
は
、
地
域
づ
く

り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)

へ。

!
、
ゴ
l
カ
l
ト
、
パ
ス
ポ
ン
プ
、

人
台
②
無
料
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
l
、

ゆ
り
か
ご
、

す
べ
り
台
、
ハ
イ
チ
ェ

ア
l
、
医
療
用
ベ
ッ
ド
、
加
湿
機
、

引
匂
自
転
市
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機

。
頼
っ
て
く
だ
さ
い

歩
行
様
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
1
ベ
ッ
ド
、
マ
マ

コ
1
ト
、
ス
キ
1
セ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ

ラ
ッ
ク
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
l
、
子
供

服
、
食
総
棚
、
洗
m
問
機
、
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ
、
ワ
ー
プ
ロ
、
テ
レ
ビ
、
ハ
ソ

。
醸
り
ま
す

①
有
料

子
供
服

(
男
女
)
、

三
輪
車
、
ベ
ビ
l
キ
ャ

リ
ー
、
学
習
机
、
ミ
ル
ポ
ッ
ト
、

子

供
教
育
ビ
デ
オ
、
子
供
用
砂
場
、
お

む
つ
、
お
む
つ
カ
パ
l
、
男
子
写
生

服

(
ニ
富
市
校
、

神
間
同
校
)
、
レ

イ
ン
コ
ー
ト
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
折
り

た
た
み
ベ
ッ
ド
、
本
棚
、
整
理
だ
ん

す
、
台
所
用
テ
ー
ブ
ル
、
こ
た
つ
、

ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
食
探
乾
燥

機
、
冷
蔵
山
、
コ
ー
ヒ
ー
メ
1
カ

広報ひらつか

「
川
オ
摂
係
伊
与

一
ド
ド
↓
色
町
¢
」
判

と
い
い
ね
」
と
言
っ
た
の
を
ず
っ
と
党
え
て

い
た
の
で
す
。

お
兄
さ
ん
は
、
そ
の
気
持
ち
を
大
事
に
し

よ
う
と
、
彼
を
ぺ
ン
ポ
ス
タ
へ
連
れ
て
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
は
言
葉
も
通
じ
な
い
、
見
知

ら
ぬ
土
地
で
し
た
が
、
彼
の
心
を
大
事
に
し

て
く
れ
る
仲
間
に
支
え
ら
れ
、
不
安
と
寂
し

さ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、
次
第
に
笑

顔
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。
(
映
画

「
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
手
紙
」
よ
り
)

大
切
な
人
を
失
っ
た
と
き
、
そ
の
寂
し
さ

を
整
理
す
る
の
に
は
、
相
当
な
時
間
が
必
要

で
す
。
失
っ
た
事
実
を
信
じ
た
く
な
か
っ
た

り
、
そ
の
人
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
悲
し
い

気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
無
口
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
時
聞
を
十
分
に

持
つ
こ
と
で
、
新
し
く
心
の
中
に
大
切
な
も

の
を
見
つ
け
、
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。
周

囲
に
は
そ
れ
を
見
守
り
、
そ
っ
と
支
え
る
人

も
ま
た
必
要
な
の
で
す
。

合
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山
一
市
普
小
学
校
北
側

・
電
話
お
|
六

O
二
一

認

組
問
岬
図

そ
っ
と
支
え
る

良
治
は
小
学
二
年
生
。
お
母
さ
ん
と
二
人

で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
は
病

気
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

良
治
に
は
お
兄
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
で
も

仕
事
が
忙
し
く
て
十
分
に
面
倒
が
見
ら
れ
な

い
の
で
、
良
治
は
お
ば
さ
ん
に
引
き
取
ら
れ

ま
し
た
。
お
ば
さ
ん
は
と
て
も
厳
し
い
人
で

し
た
。
そ
ん
な
訳
で
、
良
治
は
次
第
に
無
口

に
な
り
、

子
供
ら
し
い
表
情
を
失
っ
て
い
き

ま
し
た
。

お
兄
さ
ん
が
心
配
し
て
そ
っ
と
彼
の
気
持

ち
を
聞
い
て
み
る
と
、
こ
う
言
う
の
で
す
。

「
ぺ
ン
ポ
ス
タ
に
行
き
た
い
」

ペ
ン
ポ
ス
タ
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
あ
る
子
供

の
共
和
国
。
子
供
や
若
者
が
一
緒
に
暮
ら

し
、
働
き
、
学
ぶ
共
同
体
で
す
。

良
治
は
ぺ
ン
ポ
ス
タ
国
際
サ
ー
カ
ス
が
来

日
し
た
と
き
に
、
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
見
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
お
母

さ
ん
が
彼
に
、

「こ
ん
な
所
で
勉
強
で
き
る

「むをう)おま蹴WHJ空き〉献況
。申し込み ひらつか天城山荘

※申し込みは 6か月前から受廿什け

・電 話 0558-87-1050

FAX  0558-87ー 0557

・住 所 干410-32 静岡県田方

郡天城湯ケ島町上船原 1120- 1 

. 1泊2食付き、大人4，050問、 子供3，530円
o問 い合わせ 交 流親 善繰(内線597)

X印測さ益 企印早めに申し込みを O印まだ余裕がある
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凶
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日
山
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M
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O

U
B
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U
土

x
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0

9
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8
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6
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×

4
金
0
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木

0
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水
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l
火

O
B
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2

月

•••• 
し
た
。
当
時
の
大
神
は
畑
が
広

・

が
り
、
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
宮

“

士
山
も
見
え
、

子
供
た
ち
の
詐

一

ん
だ
戸
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

一

民
家
の
方
と
も
知
り
合
い
に

一

な
り
、
今
で
も
玄
関
先
に
農
作

一

物
を
白
い
て
い
っ
て
く
れ
る
ん

一

で
す
よ
ね
。
私
は
、
知
人
に
は

一

大
神
の
こ
と
を
。
湘
南
の
穀
倉

一

地
帯
。
と
言
っ
て
い
ま
す
。
大

一

神
、
大
好
き
で
す
ね
。

一

〈募
集
〉
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

一

語
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。

一

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、

平
塚
に
住

一

ん
で
か
ら
の
感
想
を
お
寄
せ
く

一

だ
さ
い
。

一

①
送
り
先
一

Tm平
塚
市
浅
間

一

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

争

課

「私
の
ふ
る
さ
と
」
係

"

一-
-
-
-

-
・
・

• • • 

い
で
す
ね
。

片
町
か
ら

一
歩
裏
通
り
に
折

れ
、
用
水
路
に
沿
っ
て
歩
く
と

普
か
ら
変
わ
ら
ぬ
城
下
町
の
風

情
が
残
っ
て
い
ま
す
。
戦
災
に

遭
わ
ず
に
す
ん
だ
た
め
武
家
屋

敷
跡
が
今
で
も
残
さ
れ
、
加
賀

滞
の
家
臣
の
屋
敷
野
村
家
も
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

金
沢
に
戻
る
と
必
ず
立
ち
寄

る
の
が
ρ
似
故
礼
。
で
す
。
し

っ
と
り
と
し
た
武
家
屋
敷
跡
の

中
に
あ
る
琴
の
鳴
り
響
く
茶
房

で
、
も
う
せ
ん
の
般
か
れ
た
縁

側
で
ゆ
っ
く
り
庭
園
を
楽
し
み

な
が
ら
い
た
だ
く
抹
茶
。
こ
れ

こ
そ
金
沢
の
味
で
す
ね
。

。
平
塚
に
住
ん
で
の
感
想

二
十
年
前
に
転
入
し
て
き
ま

明 ぎ
d、、ゎ

..6..か
孟 ιな
合一

i皮
正
久

え市し
大
神

λ
w州
側
門
紗一

.金山
加
賀
百
万
石
の
武
家
屋
敷
跡

ト
ポ
ー
ル
チ
l
ム

・
大
神
フ
ァ
金
沢
と
い
う
と
、
だ
れ
も
が

ず
1
ズ
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

日
本
三
大
庭
園
の
ひ
と
つ
兼
六

て
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
い
闘
や
加
賀
友
禅
な
ど
を
思
い
出

ま

す

。

す

で

し

ょ

う

が

、

私

は

長

町

に

O
私
の
ふ
る
さ
と

あ
る
武
家
屋
敷
跡
を
紹
介
し
た

。
私
の
家
族

健
康
第

一
が
我
が
家
の
モ
ツ

・

ト
ー
で
す
。
要
は
毎
日
ウ
ォ
l

n
キ
ン
グ
し
、
私
は
地
元
の
ソ
フ

••• 第 51フ 号
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550保健センター 平塚市中里: 30分 :・ 26日 5 年 9 月 21 日 ~30 日 :・会場平塚保健所 j 議
委 34-17 屯話34一川 町 会場保健センター j【1月の 1歳 6か月児】 ι母子手帳、姉記用具を持参 ~ -----ーへ¥ お-O平塚保健所 平線市笠原町:・内容体瓜測定、栄必、病:・11臼 4 年 7 月 1 日~10 円 : --. ..nt-IO "'..... JW-t.i"W't.._ ~ : /'  __1'''.'引.，，-~ 帽

姿 6 -21 氾話32ー0130 ~ 気、育て方、予防接租のこ;・悶 4 年 7 月 11 円 ~;ön ~ @Uù~(ill叡~ ~ / ・HEALTHY・ \ き
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342鵠常信;:.???史子? ;:212321二21Y3222323ZLZのへライフ/i
認定の医都機関で受診を。 ・会場保健センター ~ HÈ箇予防総~ ~ 17n 午前1附 0分~午後 2 ~ ¥ 畠 . .rr..... / 

』 母子手帳、問問、歯ブ; ; 時 ~~ ・LlFE./ 義
き寄奥羽 ga:zμ1成 6か月児のみ) ~ ・立によ22ZA2223 : 252222戸(調理~ 妥
32・対象乳幼児 j 【1月の 3か月児】 j ん : 21円午後 l 時30分~4 時 : 24日午後1"，730分~ 4 時 = 
22・相談日 毎週水昭日 : ・5自 5 年 9 月 1 日~10日: .日時 1月1211 午前10時 j 赤ちゃんの育て方 ; お産の進み方とF震後の過ご讐

蕊 ・時間午前 9 時30分~10時 i ・ 19 日 5 年 9 月 11 日 ~20日: ~ll時 ;・後期(妊娠 8か月以降の方) ~ し力 認= :  : ~ 2811 午後 1 時30分~ 4 fhÿ = 
赤ちゃんのおふろ(災予約 拘
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マ ー (28)波)と lr.:l災さん (29歳)の長 lず ~ 司 ^ ^ ^ ^ 
世話;;21¥乙 ?鎗観>後~) 胸奥蜘吟
に出るのが大好きで、だれにでも愛 母、 '~.::'.-;;"" 二h y-Y 〉 ;・対象 2歳 6か月までの乳 22
相が良く近所の人気者。サッカーが "'¥.¥ ' ~・・‘ ，r/ーちた '{o(.""" " ~ 幼児
込三パパは、将来ベルマーレ時 1 4 4E7アリ ワら;¥長、、い :・会場平塚保健所 義

の選手にゆが広がる。お正月には i 台 、 ・・&/h_t '円ル.・ 沿い ;・相談口 1月10日、 1トl
待っている喜多方市 ヲ略て〆〈タ l三;， ~I ・"・j入 : ・時間午前 9 時~lO時 お
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広報ひらつか平成5主主寸 2月守 5日〈ア 〉

年
末
年
始
の
急

患
は
診
療
所
へ

年
末
年
始
(
十
二
月
二
十
九

日

t
一
月
三
日
)
は
、
ほ
と
ん

ど
の
医
療
機
関
が
休
み
に
な

る
。
急
病
の
と
き
は
、
休
日
・

夜
間
急
忠
診
療
所
へ
直
接
来
所

す
る
か
、
屯
話
で
照
会
を
。

マ
所
在
地
平
塚
市
中
里
M
l

口

(
務
日
野
中
学
校
北
側
)
屯

話
M
l
o=一一一

マ
診
療
科
目

・
昼
間
小
児
科
、
内
科
、
外

科
、
歯
科
(
耳
鼻
科
、
眼
科
等

は
医
師
を
紹
介
)

・
夜
間
小
児
科
、
内
科
、
外

斗4
4
 

マ
受
付
時
間

・
午
前

9
時
初
分
1
U時
却

分・
午
後

1
時
却
分
1
4時
初

分・
夜
間

7
時
i
m時
加
分

マ
持
参
す
る
物
健
康
保
険
証

育
児
教
室
開
く

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成

五
年
七
月

一
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

を
対
象
と
し
た
育
児
教
室
を
聞

く
。
ご
参
加
を
。

マ
日
程
、
内
容

・
1
月
7
日
(
金
)
赤
ち
ゃ
ん

に
多
い
病
気
と
育
児

-
2
月
4
日

(
金
)
離
乳
食
の

進
め
方

・
試
食

心
の
健
康
相
談

[
老
人
性
痴
呆

(ほ
う
)
疾
患

相
談
】
マ
日
時

ロ
月
幻
自
(
水
)
午

はがきに赤ち ゃんの名前、性別、生年月円 と両親の住

所、氏名、年齢、包括番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんです。応、持

されたはがき(1 1] 掲51成分は 1 仁1~ 15日締め切り、

15 f:f拘íl成分は16 r l~月末締め切り)は、 抽選に

より広報紙に掲蹴します。今回は28人応募。

会送り先 干254平塚市浅間町 9- 1 

平塚市広報広聴部「赤ちゃんの

ステージ」係

後
1
時
泊
分
1
3時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
お
年
寄
り
の
物
忘
れ

等
ぼ
け
に
悩
ん
で
い
る
方

【
心
の
健
康
相
談
}

マ
日
程
ロ
月
泣
日
(
水
)
、

運

動

-
3
月
4
日

(
金
)
赤
ち
ゃ
ん

の
歯
の
衛
生、

楽
し
く
子
育
て

を
す
る
た
め
に

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

叩
分

3
3時

マ
会
場
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
(
屯
話
引
の
1
0

一
一
一
一
一
)

思
春
期
セ
ミ
ナ
ー

平
塚
保
健
所
で
は
、
思
春
期

の
子
供
に
つ
い
て
の
知
識
を
深

め
る
セ
ミ
ナ
ー
を
聞
く
。

マ
日
程

1
月
刊
日
(
月
)
、

ロ
日
(
水
)、

四
日

(水
)

・
時
間
午
後
2
時
3
4
時

マ
会
場

平
塚
保
健
所

マ
対
象
思
春
期
の
子
供
を
持

つ
親

1
月
5
日
(
水
)
、
ロ
臼
(
水
)
、

M
日

(
金
)

・
時

間

午

後
1
時
却
分
1
3

時
叩
分

マ
会
場

マ
対
象

平
塚
保
健
所

心
や
ア
ル
コ
ー
ル
等

マ
申
込
先

平
塚
保
健
所

話
認

|
O
一
三
O
)

歯
ぐ
き
の
検
診

マ
日
時
ロ
月
れ
臼
(
火
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時

1
m

時
初
分

・
妊
婦
以
外
の
閃
歳
未
満
の
方

午
後
1
時
1
2時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
妊
婦
お
よ
び
印
歳
未

満
の
方

マ
内
容
検
診
と
歯
み
が
き
練

習マ
持
参
す

る

物

母

子
手
帳

(
妊
婦
の
方
)
、
普
段
使
っ
て

い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
屯

話
詑

|
O
一
三

O
)
予
約
制

の
悩
み
を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
相
践
担
当
者

利
神
科
医
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

先
平
塚
保
健
所
(
屯
話
ロ
ー

O
二ニ
O
)

予
約
制

⑥
運
動
を
通
し
て

精
神
的
ス
ト
レ
ス
が

解
消
さ
れ
、
友
人
づ

く
り

・
人
の
輸
が
広

が
る
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る。適
切
な
運
動
と
は

激
し
く
体
を
動
か
し

て
息
切
れ
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
早

歩
き
の
よ
う
な
息
が
少
し
は
ず
む
程
度
の
運

動
を
い
い
、
特
別
に
時
聞
を
つ
く
ら
な
い
で

も
、
生
活
の
中
で
無
理
な
く
継
続
し
て
す
る

こ
と
で
、
安
全
で
効
果
的
に
健
康
な
体
づ
く

り
が
で
き
る
。

そ
の
方
法
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
、
病
気
治
療
中
や
自
覚
症
状
の
あ
る
方

は
、
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

(

健
康
課
)

(氾

あなだの会社のPRにご利用を柳嚢敏郎コンサートツアーrAJ
2月5日(土)
開演午後6時30分

日時
駅前地下道広告板の募集

48か所

年間(4 月 1 日~3 月 31 日)

使用者及び使用場所は、抽選

により決定する

年額84.000円.......144.000円‘

1月14日.......28日

道路総務課占用係

(内線468)

5
お
り
た
め
E

B
「
(
配
川
引

運
動
す
る
こ
と
ま

司

J
一

m
Mm
川

』
一
回

ι一
g
w引

健
康
の
維
持
や
体
力

H
U一

J
r
u
t

づ
く
り
、
成
人
病
の
一
切
J
一

{
~
ぃ
f
)

予
防
な
ど
、

い
ろ
い
一
回
ゎ
、
一

/
ハ

υ
&

ろ
な
効
果
が
あ
る
。

元

川
一

、

長

特
に
寝
た
き
り
と
な
1
1
1
1
1

る
霊
大
な
要
因
の
ひ
と
つ
脳
卒
中
の
予
防

や
骨
を
丈
夫
に
す
る
た
め
に
も
、
巡
動
す

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

運
動
の
効
果
と
し
て
は
、
①
心
臓

・
肺

・

血
管
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
階
紫
を
十
分

に
体
内
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

②
筋
力
が
ア
ッ
プ
し
、
柔
軟
性
が
日
ま
る

③
肥
満
を
解
消
し
、
動
脈
硬
化
等
を
防
ぐ

④
食
欲
が
で
て
、
消
化

・
吸
収
力
が
増
す

⑤
生
活
朝
日
間
を
改
告
す
る
き
っ
か
げ
と
な
る

。広告板

。使用期問

。決定方法

。料金

。募集期問

。申し込み

、

市民センターホール

A席4，000円

市民センタ一、チケットセゾン、

チケッ トびあ(長崎爆 4階)、ヤン レイレ .... 

コード {ラスカ 4階)、稲元屋楽器底、サ

クラ将f苫ヌド1苫、花水暫l苫ほか

。問い合わせ先市民センター(宙32-2235) 、
h

，a
a
-
-
F

・胃、‘

S席4.500円、

会場

。入場料

。前売所

、A u 



(8) 

四
)
マ
頒
布
金
額

1
部
三
百
円

{建
段
工
事
関
係
}

マ
用
紙
の
頒
布

1
月
刊
日

(月

)
1幻
自
(
金
)

・
時
間
午
前
9
時
3
日
時
却
分
、

午
後
1
時
1
4
時

マ
場
所
建
設
総
務
課
(
内
線
四

三
八
)

マ
頒
布
金
額

マ
申
込
哲
呉
A
付

i
n日
(
金
)

マ
受
付
期
間

1
月
刊
円
(
月
)

1
れ
口
(
金
)

・
時
間
午
前
9
時
3
午
後
4
時

マ
場
所
下
水
道
総
務
課

マ
試
験
円

2
月
日
日
(
火
)

マ
試
験
会
場
勤
労
会
館
大
会
議

室マ
問
い
合
わ
せ
先
下
水
道
総
務

課
庶
務
係
(
内
線
四
四
八
)

1
月
6
日
(
木
)

平成5:e享寸 2月寸 5日

-
部
四
百
円
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制的利州制刊科的刊刊科刊刊‘'“内科利時，..~..~..~..~..~..~..~..~.....‘~..~..~..~制刊 マ午 ・ 合マ 【 続布札お

33 湾臨おーも翠.匝型i溜‘-... 祖・..  画・33書千島?Z2喜Z気各専入
it 年 星雲量 ~~菅阻~~完??!ZZZ 25 ヤ午自芯標。42護問 主23宋幅EFr:主主許 可2..，'問・-担問答管4T(舶 } 望笠エま F
23Z ?事~巴ι，~l~~._ 苛. ..a画面23Z時時金布 完制捜
祭事 L~ rÎic7tn~.~宝思J寝泊.33 丙 九 1 出産手
2Z 目当壷11._ -"j ~‘4匝 F 、長込~ 当.... 2Z 線授月 著紙競の R
25 古 堅 調・rJA E・・・・・dZ、 :・・・圃園X三 23 10 はを争物 存
M 戸'周司・トA・J .・・・司圃圃圃圃圃司弾演ia: ・・E田・・ ~~= 7.J~ 日 手頒入品
内 ; "".ヲ明・ .... '('']1 ・・・・・・二司圃..-.::.-.... 通量白書町 冒・・.-園内“‘' ーも司咽・，."__.t司 E・・・・・.' つ民家演説匹園田副書記、えちt一個・四・圃・・・・“'
令官 一 ‘ 河圃11.._~議選議事量騒・ 23 験公 35マ活マ!JJをマ上歳マパ福
23 の 愈 ...... _...-;.~惣臨調圃~園駅曹関 仰 をき市 ~ J申動活援も活、杢対 l 祉社
内 a・・・・・・蕗艦強磁醤理・画調・医E・臨轟亙逼2Z行「で 三 込家動助つ動迎漏象をの会
M .、a・・・・・・・・肢窮努遜蕗必酒田理・1'."国薗圃置 ‘ぜ う 「ルは )1 ニ 先庭費 、て内 3 の 若手担招
お け 包a・・・・・幽歯髄・祖里担堕23 。;昔、 E こ ま 介い容日方市葵 ぃ 荏

33 1 -F唱・・・圃醜繋灘姐聞閉園田園祭 まfb三震Z落差柔ぉ宝て盟主主義“ I い 山 ・・・・・・・・民主泊幽猶耀盟国団組圃圃・長司圃圃 併 殺 5 ホ交八どの年活 A 

Z計一1 、・薗観園理轟:!??「2控室 』 よ照的等号安売季五
内 I ¥ ・・E盗 ~・・面軍ーIIiIIi信iiZ訴で .D、 術平 (支十 でやき時い 録ト
2Z 144 4 ヲ弘一週圃・E軍需品罰?可マ: lX 者線 " 霊給円 ~障る聞の ヘ奮
材 ~_.一 一 ー ーヘ司~誕圃圃lIUl迫_" l r 1;; 試市 話 、 家~方以 6 宅
T、. - ‘一ーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーー ，均

“‘f ..~ ，、，

“' ...、P
4“' T、，
d‘・'T、.
4“' d・、.
‘~ d・、，
“・'...、，
“' d・、，
“' ...、，

市
民
病
院
で
は
、
臨
時
職
必

(
遊
休
婆
只
)
を
募
集
す
る
。

マ
職
都
薬
剤
師

マ
資
格
潔
剤
師
免
許
取
得
者
で

特
歳
未
満
の
方
若
干
名

マ
勤
務
時
間
午
前
叩
時
1
午
後

3
時
マ
勤
務
場
所
市
民
病
院

マ
賃
金
円
額
六
千
三
百
円

申
し
込
み
は
、
隠
歴
告
と
免
許

証
の
写
し
を
市
民
病
院
庶
務
課

(
屯
拐
犯

l
o
o
-五
)
へ
本
人

が
ほ
綾
持
参
す
る
。

広報ひらつか

公共施設の仕;烹始めは
施設により異なるので

お間違いのないように

1マ
4 時日、1 日寺 " 
2 r 

4 日寺 ]2 
月 ・1
27 
日

月

午
~& 

、，e
h

・4h
・4hv
d
z，4

9
a

、.F
a

、‘，‘‘，
a

、.
3

第 5寸ア豊

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
内
谷
整
形
ブ
ロ
ッ
ク
相
談

マ
問
い
合
わ
せ
先
限
山
九
日
制
祉
税

障
山
口
相
祉
係

(内
線
ニ
ニ
こ

製
造
業
に
属
す
る
全
事
業
所
を

対
象
と
し
た
工
業
統
計
調
査
(
通

商
産
業
省
)
が
、
ロ
月
別
日
現
在

で
実
施
さ
れ
る
。
該
当
す
る
事
業

所
に
問
班
員
が
お
伺
い
す
る
の
で

ご
協
力
を
。

即
日
し
く
は
、
総
務
課
統
計
調
査

担
当

(内
線
三
四
八
)
に
お
4
ね

を
。県

立
か
な
が
わ
'K性
セ
ン
タ
ー

で
は
、
小
説
の
中
の
女
性
の
生
き

カ
か
ら
、
現
実
の
生
活
で
の
火
性

問
題
を
考
え
る
読
料
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
聞
く
。

マ
日
時
1
月
幻
円
(
木
)
午
後

1
時
泊
分
3
3時
却
分

マ
会

場

県

立
か
な
が
わ
女
性
セ

ン
タ
ー
第
l
研
修
室
(
入
場
無
料
)

マ
抑
制
小
説
家
杉
本
附
子
さ

んマ
内
容
作
家
が
諮
る
女
性
の
生

き
方

ed

・-
、，e
，.，‘，

.，
 

年
末
年
始
は
、

市
役
所
を
は
じ
め

各
公
共
胤
設
が
休
み
と
な
り
ま

す
が
、
い
つ
ま
で
仕
事
を
し
、

い
つ
か
ら
始
ま
る
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

各
証
明
舎
の
手
続
き
や
、
各

施
設
の
申
し
込
み
な
ど
に
困
ら

ぬ
よ
う
、
年
末
は
と
も
か
く
、

年
が
明
け
て
か
ら
の
市
役
所
や

各
公
共
施
設
の
仕
事
始
め
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(御
殿
神
馬
純
江
さ
ん
)

忠

市
役
所
(
本
庁

舎
、
笠
原
分
庁
舎
、

市
民
病
院
)
の
年
が
明
げ
て
か

ら
の
仕
事
始
め
は
、

一
月
四
日

(火
)
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か

の
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

各
地
区
の
市
民
窓
円
セ
ン
タ

R司

マ
申
込
先
同
セ
ン
タ
ー
生
涯
学

制門部

(川
話
O
同
六
六
l
二
七

|

一
一
一
一
一)

u
m
で
は
、
m
M
の
仕
事
に
対
す
る

窓
口
ル
や
提
案
な
ど
を
お
聞
き
す
る

川
町
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
す
る
。

マ
募
集
期
間
1
月
4
日
(
火
)

1
2月
3
日

(
木
)

マ
対
象
山
内
に
お
住
ま
い
の

m

歳
以
よ
の
方

百
五
十
人

マ
内
容
県
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
、

以
政
の
特
定
テ
l
マ
に
対
す
る
怠

見
、
県
の
広
報
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど

V
任
期
平
成
6
年
4
月
3
7年

3
月
マ
謝
礼

一
万
七
千
円
以
内

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
民
部
山
氏

諜
調
査
班

(屯
話
O
四
天
|
一一

O

一
ー
一

一
一一

)タ一
せ
を
主
計
一
明

平
田
部
共
済
病
院
附
属
准
名
護
学

院
で
は
、
滋
右
護
学
生
を
必
鎖
す

る。マ受
験
資
格
心
身
共
に
健
康
な

女
性
マ
入
学
試
験

ザ

1
月
幻
臼

，、.
4
‘，一
守4.
，

k

‘、

1
、
子
ど
も
の
家

1
月
4
目

的

(火
)
午
前

9
時

i

m

②
問
。
館
、
博
物
館
、
官
少
年

川

会
館
、
総
合
体
育
館

1
月

5

山

田
(
水
)
午
前
9
時

1

…

③
美
術
館
、
福
祉
会
館

1
月

山

5
日
(
水
)
午
前

9
時
初
分

3

M

④
白
寿
荘
、
七
国
荘

1
月
5

…

日
(
水
)
午
前
日
時

1

マ

⑤
中
央
公
民
館
、
各
地
区
の
公

一

民
館

1
月

6
日
(
木
)
午
前

一一

9
時

1

~-

⑥
ご
み
収
集
〈
4
・
5
面
に

…

掲
載
〉

…

各
施
設
に
よ
り
仕
事
始
め
の

…

日
が
典
な
り
ま
す
の
で
、
お
問

v

違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
利
用
く

ロ，dv 

だ

さ

い

。

(

総

務

課

)

!戸

※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
婆
望
は

戊

お
気
軽
に
広
報
広
聴
諜
広
聴
担

川町

当
(
内
線
三
五
五
)
に
お
寄
せ

ん付

く
だ
さ
い
。

い作

-veh
，e
h
，e
h
・4h'd
・、，
e
h
'
e

a
F
a

、‘p
a

、‘，
a司
a
F
a

、‘F
a

、ap
a

、ap
a

、

-
人
百
五
十
万
円
以

(木)、

m
H
(金
)
の
2
H間

マ
融
資
額

マ
願
占
締
め
切
り
回

1
月
お
H

内

(火
)

マ

返
済
期
間

8
年
以
内

け

V

問
い
合
わ
せ
先
問
機
約
溜
学

マ
利

率

年

4
・

6r

院

(屯
活
担
|一

九
究

O
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
公
庫
小
由

。

察

か

ら

お

知

ら

せ

原
支
底
電
話
O
四
六
五
|
二
三

「
ゆ
く
年
く
る
年
み
ん
な
笑
顔

|
=
二

七
五
)

で
交
通
家
具
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

A
マ
新
春
公
開
セ

ミ

ナ

ー

年
末
の
交
通
郁
故
防
止
運
動
実
施

マ
H
時

1
月
初
制
(
木
)
午
後

中
。
ご
協
力
を
。

6
時
初
分
1
8時
初
分

な
お
、

十
二
月
二
十

μ
か
ら

一

マ
会
場
平
塚
商
工
会
誠
所
3
附

月
一二
日
ま
で
の
十
五
日
問
、
年
末
大
ホ
ー
ル

(参
加
無
料
)

年
始
特
別
符
戒
を
実
施
す
る
。
み

マ
講
師
松
下
政
経
塾
塾
頭
上

な
さ
ん
明
る
い
新
年
が
迎
え
ら
れ
甲
晃
氏

る
よ
う
気
を
つ
け
て
い
た

だ

き

た

マ

内

容

今

、

求
め
ら
れ
る
理
想

の
企
業
と
は

・
国
の
防
法
官
ロ
ー

ン

を

マ
申
込
先
平
塚
商
工
会
踏
所
清

国
民
金
融
公
開
で
は
、
問
の
教
年
部

(包
括
n
l一
一五

一
O
)

一旬
ロ
l
ン
を
受
け
付
け
て
い
る
。

A
V園
芸

教

室

を

聞

く

マ
利
用
で
き
る
方
大
学
、
短
期
マ
日
時

1
月
凶
日
(
金
)
午
前

大
学
、
専
門
学
校
、
高
等
学
校
等

9
時
却
分
1
日
時
叩
分

に
入
学
、
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

方
の
保
能
者

マ
講
師
困
芸
研
究
家
石
井
久

や
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
+

寸
l
J」
l
l
l」
1
1
I
4
1d
什
斗
l
M
l斗
l
刈
M
4

4

川
つ
川
寸
」
礼
寸
4
↓
ォ
寸
剖

ド

十

一

j
7
7
3
一
、
一

ド

一

日

付

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
護
者
一
敬
業
組
合
二
万
六
千

村

+

祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
二
百
六
十
九
円
、
平
塚
左
官
組

+

ゆ

ど

に

使

わ

れ

る

。

・

合

七

千

九

百

三

十

三
円
、
湘

咋

川

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
央
表
具
内
装
協
同
組
合
七
千

川

↑

協
議
会
(
屯
話
お
|
二
三
三

百
九
十
円
、
自
転
車
商
協
同
組

+

+

一ニ
)へ。

(敬
称
略
)
合
平
塚
第
1
・
第
2
支

部

五

+

川

マ
社
会
福
祉
基
金
へ

・
八

虫

万

三
千
七
百
円
、
中
央
印
立
栄

一川

↑

咲
診
療
所
患
者
有
志
二
千
百
組
合

三
千
百
二
十
円
、
湘
雨

上い

や

四
十
三
円
、
福
祉
大
会
会
場
募
平
塚
口
工
業
組
合
一
万
九
千

や

刊

金
箱
二
千
九
十
八
円
、
青
年
二
百
五
十
円
、
湘
南
中
央
広
告

吋

L
V

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
餐
只
会
美
術
協
会
一
万
六
千
五
十

ト

ムヤ

一
万
八
百
十
一
円
、
リ
フ
ォ
1

円
、
頼
朝
隆
五
千
円
、
プ
ロ

+

ベ

ム
か
た
つ
む
り
五
万
円
、
日
パ
ン
ガ
ス
協
会
湘
南
支
部
平
中

吋

判

産
車
体
ユ
ー
ト
ピ
ア
災
行
者
以
部
会
六
万
五
千
七
百
八
円
、

や

ゆ

会
二
十
五
万
六
千
百
五
十
代
官
町
母
親
ク
ラ
ブ
一
万

一門

M
円
、
政
川
妄
恒

三
万
円
、
東
円
、
湘
南
曲集
協
同
組
合
八
幡

ヤ

+

京
ガ
ス
湘
南
西
支
社
九
万
二
生
産
組
合

一
同
三
千
九
百
九

+

+

千
五
百
円
、
湘
央
建
設
組
合
十
三
円
、
五
領
ケ
台
高
校
生
徒

咋

川

十
五
万
三
百
三
十
五
円
、
相
模
会

二
万
八
百
九
十
一
円
、
平

M

+

の
み
の
市

一
万
円
、
ひ
ら
つ
塚
テ
ニ
ス
協
会

二
十

一
万
五

や

や

か
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
七
千
三

千
七
百
円
、
土
沢
地
区
ボ
ラ
ン

吋

川

百
八
十
円
、
平
塚
越
鈍
板
金
組
テ
ィ
ア
協
議
会
七
万
円
、
サ

川

上十

合
二
万
一
千
三
百
円
、
紳
士
ン
ラ
イ
フ
百
万
円
、
匿
名

+

や

婦
人
子
供
服
縫
製
工
業
組
合
湘

一
千
円

吋

吋

南
支
部
九
万
五
千
百
九
十
ニ
マ
突
通
遺
児
へ
・

港
友
会

同

↑

円
、
建
具
協
同
組
合
宝
塚
支
部

三
万
円
、
第
百
生
命
保
険
平
塚

+

や

二
万
四
千
五
百
九
十
円
、
平
塚
営
業
所
職
員
一
同
一
万
円

イ

メ
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
u『

円
前
氏

マ
内
容
肥
料
と
土
の
話

マ
問
い
合
わ
せ
先
m
m
湘
南
闘
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
包
括
幻
l
O五

九
==ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
諸
制
山
会
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使

わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
(
平
塚
球
場
内

・
燈
話
お

l
O
一
O
一一
)
へ
。
(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ

・
平

塚
体
育
振
興
連
絡
協
部
会

二
万

六
千
五
百
五
十
五
円
、
体
験
ダ
イ

ビ
ン
グ
教
室
参
加
者

一
同

一
万

四
千
五
百
十
九
円
、
平
塚
潟
水
プ

ー
ル
監
視
品

一
同

三
千
四
百
二

十
九
円
、
来
日
本

一
等
訓
練
士
会

三
万
円
、
無
名
会
ト
万
円
、
桐

山
稔

・
毘
回
英
彦

・
相
原
茂
夫

・

神
場
栄
津
子

・
白
井
亀
久
夫

・
金

目
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
行

委
員
会

・
み
ず
ほ
地
区
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
笑
行
奈
良
会
各

一
万

円
み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力

を。
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

臨
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二

五

)

へ

。

(

敬

称

略

)

マ
み
ど
り
基
金
へ

フ
レ
ン
ズ

一

千
五
百
円
、
湘
南
ア
ル
テ
ッ
ク

二

十
万
円
、
緑
化
標
語

・
ポ
ス
タ
ー

展
一
般
寄
付
四
千
百
八
十
三

円
、
緑
化
諺
五

一
般
寄
付
五

千
九
百
八
十
四
円
、
ガ
ス
事
業
協

同
組
合
十
万
円
、
金
自
公
民
館

窓
口

一
般
寄
付
一
千
二
百
九
十

七
円
、
産
業
ま
つ
り
一
般
寄
付

一
万
八
千
九
百
五
十
八
円
、
み
ど

り
公
園
課
慾
口

一
般
寄
付

一
千

百
七
十
五
円
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